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資料５ 

匝瑳市版生涯活躍のまち形成事業について 

 

１ 国の生涯活躍のまち構想 

（１）基本コンセプト     

① 東京圏をはじめ地域の中高齢者の希望に応じた地方や「まちなか」

などへの移住の支援 

② 「健康でアクティブな生活」の実現 

・・・健康づくりや就業、社会的活動、生涯学習などに主体的に参加する。 

③ 地域社会（多世代）との協働 

④ 「継続的な医療・介護」の確保 等 

 

（２）生涯活躍のまちのイメージ 

 
出典：「生涯活躍のまち」構想に関する手引き（第３版） 

内閣官房まち・ひと・しごと創生本部 

 

２ 匝瑳市版生涯活躍のまち形成事業 

（１） 目的 

東京圏をはじめとする市外の中高齢者が、匝瑳市に移り住み、多世代の

地域住民と交流しながら健康でアクティブな生活を送り、必要に応じて医

療・介護を受けることができる生涯活躍のまちとして、「誰もが健康で安

心して暮らすことのできるまちづくり」を目的とする。 
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（２） 事業地  

ＪＲ 総武本線「飯倉駅」隣接地（旧ショッピングセンター跡地） 

敷地面積 約１．８ｈａ 

 

 

  
（３） 地域再生推進法人（市と協力して地域再生の推進に取り組む組織） 

社会福祉法人九十九里ホーム（平成２９年７月指定） 

 

（４） 飯倉駅前地区まちづくり協議会 

  ① 概要 

地域の合意形成と、匝瑳市版生涯活躍のまち事業計画（以下「事業計

画」という。）の協議等を行うために、社会福祉法人九十九里ホームが設

置した任意団体 

飯倉駅周辺 

事業地周辺 
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  ② 構成 

社会福祉法人九十九里ホーム、金融機関、地域住民、学識経験者等の

委員１３人で構成 

 

（５） 事業計画の概要 

① 計画期間 平成２９年度～令和３年度(５年間)   

② 事業概要 ４つのゾーンと施設機能概要 

 

 

③ 施設規模、開設予定年度等 

ア 幼保連携型認定こども園   定員１２０人(平成３０年度) 

イ サービス付き高齢者向け住宅 ５０戸程度 (令和３年度) 

ウ 広域型特別養護老人ホーム  定員１００人(平成３１年度) 

エ 地域交流拠点施設            (令和３年度) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｓ 

ⅰ  ⅱ  ⅲ  ⅳ ⅴ 

飯倉駅 

Ⅰ  Ⅱ  Ⅲ Ⅳ  Ⅴ 

①  ②    ④  ⑤ ⑥  ⑦ 

(1) (2)  

③   

内容 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

子育てゾーン

まちなか居住

ゾーン

高齢者福祉

ゾーン

交流ゾーン

設計等 建築・工事 運営

計画案作成 計画作成 設計等 建築・工事 運営

設計等 建築・工事 運営

計画案作成 計画作成 設計等 建築・工事 運営
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(６) 事業費等 （現段階の概算） 

ア 事業費総額        約４８億円 

イ 国県補助金総額      約８．７億円  

ウ 市負担総額        約１．３億円(実質市負担額 約１億円) 

エ 施設整備主体負担総額   約３８億円 

（社会福祉法人九十九里ホーム） 

 

３ 令和元年度地方創生推進交付金事業(実績額) 

                        合計１２，９９０，０１７円 

① まちづくり協議会・専門部会運営補助 

   まちづくり協議会委員報酬等運営費・進行事務等外部委託費  

４９６，９９９円 

まちづくり協議会３回開催・専門部会 (同協議会の下部組織)２回開催 

 

② 有識者等意見交換会等費用補助 

   有識者招聘、意見交換会等事務費・進行事務等外部委託費   

１９２，１８２円 

  ア 開催日 令和元年１２月１４日(土) 

イ 場 所 社会福祉法人九十九里ホーム 

ウ 講 師 田城 孝雄氏(放送大学大学院教授) 

エ 演 題 地域包括ケアシステムから持続可能な地域共生社会へ 

オ 参加者 ３１人 

 

③ 地域再生推進法人による生涯活躍のまちのＰＲ・プロモーション活動補

助 

   ホームページ作成等委託・ＰＲ・プロモーション活動費委託費 

２，９９６，６６８円 

  ア ホームページ作成 

   ホームページ作成により匝瑳市版生涯活躍のまち形成事業の周知や移

住希望者への情報提供の拡充が図られた。 

  イ 情報誌の作成と配布 

郵便局活用情報誌の製作・配布により匝瑳市の魅力を発信し、消費者等

の認知向上及び移住・交流人口の拡大が図られた。 

 

④ 住民説明会費用補助 

   住民説明会費用・進行事務等外部委託費      １８１，７９０円 

   生涯活躍のまちを地域住民等に周知するため、２回の住民説明会を開催

した。 

ア 第１回  

(ア) 日 時 令和２年１月１８日(土) 

１０時～１１時５分 

(イ) 場 所 社会福祉法人九十九里ホーム 

(ウ) 人 数 １１人 
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イ 第２回  

(ア) 日 時 令和２年１月１８日(土) 

１３時３０分～１４時４５分 

(イ) 場 所 社会福祉法人九十九里ホーム 

(ウ) 人 数 ４人 

 

⑤ 地域再生推進法人によるコーディネーターを確保するための人材確保

事業等補助 

   人件費・研修費              ３，６４４，０３９円 

   移住者の活躍及び健康維持を支援するコーディネーターを雇用した。 

 

⑥ 地域再生推進法人による地域交流拠点施設の設計料補助   

  地域交流拠点施設の設計料補助額      ４，４８４，０００円 

   地域交流拠点施設の設計を行った。 

 

⑦ 地域再生推進法人によるコーディネーターの雇用に係る備品費用補助 

   備品費                    ９９４，３３９円 

   コーディネーター雇用に伴い、事務備品を購入した。 
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４ 現況等 

（１） 幼保連携型認定こども園(平成３０年４月開設) 
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（２） 広域型特別養護老人ホーム(平成３１年４月開設) 
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５ 施設の整備状況について 

（１） これまでは令和２年度にサービス付き高齢者向け住宅及び地域交流拠

点施設の運用を開始する計画であったが、実施主体が実施する入札行為

や開発許可等の関係で調整に時間を要し、整備完了と運用は令和３年に

後ろ倒しになる見込みである（上記「２ 匝瑳市版生涯活躍のまち形成

事業 （５） 事業計画の概要 ③ 施設規模、開設予定年度等」のと

おり）。 

（２） こうした整備状況に伴い、地方創生推進交付金実施計画上の KPIにつ

いて、変更する必要が生じている。 

（３） なお、目標に掲げた KPI自体を下方修正するものではない。目標値を

次年度に繰り越し、計画の最終年度である令和３年度における最終的な

KPIの達成を目指す。 


